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防災座談会の開催結果について 

 
 

１ 目的 

東日本大震災による甚大な津波被害の状況を踏まえ、緊急的に市内 24 区におい

て現在の東海地震第３次被害想定以上の津波を想定し、自主防災会の防災体制の点

検、避難地及び避難経路の見直しやより安全に避難するための取り組みなどを話し

合ってもらう場として「防災座談会」を開催した。 
 

２ 参加人数 

月 日 対象地区 会 場 参加人数 

4 月 28 日(木) 遠渡区 遠渡公民館 ６０

5月 07 日(土) 静波区 静波コミュニティー防災センター ５０

7日(土) 相良区 相良コミュニティー防災センター １２０

9日(月) 新庄区 新庄公民館 ７０

9日(月) 地頭方区 地頭方公民館 ４０

10 日(火) 細江区 細江コミュニティーセンター ５９

10 日(火) 落居区 落居公民館 ３０

11 日(水) 川崎区 川崎コミュニティー防災センター ４０

12 日(木) 片浜区 片浜コミュニティー防災センター ３７

13 日(金) 牧之原区（相良） 区民センター ３０

14 日(土) 菅山区 菅山公民館 ７０

15 日(日) 白井区 白井公民館 １７

15 日(日) 神寄区 女神公民館 ２５

16 日(月) 大江区 大江区民会館 ５５

16 日(月) 東萩間区 東萩間公民館 ３１

16 日(月) 福岡区 福岡公民館 ７０

17 日(火) 波津区 波津コミュニティーセンター １００

17 日(火) 中里区 萩間公民館 ２６

17 日(火) 西萩間区 区公民館 ３０

18 日(水) 牧之原区（榛原） 牧之原コミュニティーセンター ４０

18 日(水) 須々木区 須々木公民館 ５０

18 日(水) 大沢区 大沢公民館 ３２

20 日(金) 勝間田区 勝間田会館 ９０

28 日(土) 坂部区 坂部区民センター 

合  計 １，１７２

※参加人数の合計は５月 24 日現在。 



３ 内容 

 (1) 東日本大震災の被災状況 

 (2) 地域における標高の確認 

 (3) 津波避難対策における公共施設の活用 

 (4) 家屋の耐震化、家具の固定 

 (5) 避難地、避難経路の見直し 

  ・東海地震の津波危険予想区域 

  ・津波予想到達時間の確認 

  ・各地区の避難路の確認、避難経路の点検、見直し 

 (6) 自主防災体制の見直し 

 (7) 緊急津波避難訓練の内容 

 

 

４ 代表的な意見 

・逃げるところがないがどこに逃げればよいのか？ 

・どれくらいの津波がくるのか？ 

・緊急避難先としての公共施設はどれだけの人が入ることができるのか？ 

・市の備蓄品はどれくらいあるのか？ 

・標高表示看板を増やして欲しい。 

・避難道路の整備。 

・原発対策を考えてほしい。 

・土砂災害対策を考えてほしい。 

・避難タワーの設置をしてほしい。 

・ハザードマップの作成をしてほしい。 

 

 

５ 今後の方針 

 ・現在ある被害想定の見直しを図り、市民の生命や財産が守られるように、更なる 

 施設の整備を検討する。 

 ・地区の意見、要望などについて、「防災資機材整備事業費補助金」を活用し、各 

 区が事業主体となった一時避難地や避難路の整備、海抜表示看板の設置などを推進 

 する。 

 ・災害時には個人による備えが重要になるため、防災座談会や研修会などを通じて、 

 市民における防災意識の向上を促進する。 


